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概要

天文学は点のような遠方の天体を観測し，宇宙の様々な知見を得ようという学問である．その観測には，

望遠鏡の発明以降，それぞれの時代で最先端の計測機器が用いられてきた．近年は自動的に大量のデータ

が得られるためにまさに天文ビッグデータの時代となっており，これまで以上に統計学や機械学習的な手

法が必要とされている．

観測するのは天体から届く電磁波が主である．対象となる波長は γ 線や X 線のような短い波長から可

視光，赤外，そして電波のような長い波長まで様々である．電磁波の性質は波長によって異なるため，それ

ぞれの波長に特有の困難が存在する．また，データから得ようとする知見も多岐に渡るため，天文観測は

限られた情報から知識を得ようとする不良設定問題が数多く存在する．本発表では，こうした天文データ

に対する統計的手法の中から，特にスパースモデリングに関する方法をいくつか紹介する [1]．スパースモ

デリングとは，LASSO[2] や圧縮センシング [3] などに代表される疎性に基づく情報処理の方法である．

天文データの処理において，LASSO が有効な例は多岐に渡る．複数のアンテナを用いて電波を記録し，

干渉させた結果から画像を得る電波干渉計の計算方法では LASSO を用いることによって鮮明な像が得ら

れている [4]．天候によって観測の間隔が不均一になることが避けられない天文観測では，明るさが変動す

る天体の周期を知るためには不等間隔の観測からの周期の推定が重要な課題である．こうした問題におい

ても LASSO は有効である [5]．

この他にも統計的モデル選択として，超新星のスペクトラムからの超新星分類のための変数選択 [6]，そ

して隠れ変数を持つ多項分布の推定法を用いたコンプトンカメラのイメージングの方法 [7]，など統計的方

法を用いたいくつかの例を紹介する．
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